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平成17年度活動報告 
１．収蔵資料概要 
１）収蔵資料数（平成18年３月31日） 
 
項目 地  学 生  物 考  古 民  族 生  活 産  業 文献記録 合  計 
点数 4,058 2,322 81,588 520 9,725 6,607 3,931 108,751

 

 
２）資料受入状況（平成17年度） 
 

寄     贈 採     集 収 集 （購入） 計 
年  度 

件  数 点  数 件  数 点  数 件  数 点  数 （点数） 

13 38 1840 1 8 0 0 1848

14 65 1899 1 1 0 0 1900

15 49 1001 0 0 1 2 1103

16 46 1054 1 100 0 0 1154

17 29 269 0 0 0 0 269

 
３）平成17年度寄贈者芳名（敬称略・寄贈順） 
宮本 寿平･･････鳥類剥製         ４点 

近藤 敏治･･････風景写真        ５１点 

中名寄小学校････電動式唐箕        １点 

南  克己･･････写真、他         ４点 

原田 岳彦･･････卓袱台、灯油ランプ、他  ４点 

中谷 誠一･･････記念急行券、他      ７点 

橋場コマエ･･････臼、杵、角巻       ４点 

植村千枝子･･････火熨し          １点 

佐藤 幸夫･･････キケパスイ、アペパスイ  ３点 

中田 一良･･････図書           ２点 

阿部 二男･･････味噌釜          １点 

日塔 幸作･･････脱穀機          １点 

山家  茂･･････針箱、徳利、盃、他    ９点 

谷口 幸栄･･････押し切り、金敷、他   １７点 

ホテルメープル･･掛け時計         １点 

水谷  豊･･････智恵文診療所看板     １点 

丸山  登･･････鉋、罫引、錐、他    ３０点 

村上 悦治･･････カーバイトガス燈、吊具  ２点 

南条 為造･･････狐襟巻き         ２点 

今   裕･･････ジンギスカン鍋      １点 

面  玲子･･････笊、羽釜、衣装入れ、他 ６６点 

徳井 恭子･･････図書           １点 

智恵文支所･･････名寄地区農村戸別明細図  １点 

佐藤 芳男･･････窓鋸           ５点 

名寄市民劇場････鏡、薪ストーブ、番傘、他１８点 

名寄市建設部････航空写真        ２２点 

幕田 政徳･･････オーバーコート、他    ６点 

名寄市水道事業所･･････水道解氷器     １点 

名寄市経済部････カメラ          １点 

名寄市総務部････絵画           １点 

畑中  勇･･････鉄瓶           １点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※一括返却による資料数の減有り／収蔵資料再確認により、本年度データに修正済 



 

４）平成17年度 北国博物館月別利用者 
 

個    人 団      体 行事・催し物   区分 
 月別 幼中小 高校・一般 免 除 団 体 見 学 視 察 回数 人数 

利用者 
総 計 

開館 
日数 

一日 
平均 

 ４月 174 126 3 0   297      0      3 581 1,181 26    45

 ５月     287 321 41 21 95 36 6 1,057 1,858 26 71

 ６月 162 163 3 38 18 28 6 792 1204 24 50

 ７月 187 228 36 62 322 137 8 926 1,898 27 70

 ８月 161 346 21 79 38 12 2 679 1,336 26 51

 ９月 104 166 215 69 238 79 4 768 1,639 26 63

 10月 100 154 42 21 96 23 5 1,029 1,465 27 54

 11月 51 88 0 0 115 16 3 564 834 26 32

 12月 17 30 15 0 65 2 4 370 499 25 20

 １月 23 42 0 0 0 1 3 428 494 21 24

 ２月 10 27 0 21 0 4 4 383 445 24 19

 ３月 44 60 1 23 0 2 4 498 628 27 23

 合 計 1,320 1,751 377 334 1,284 340 52 8,075 13,841 305 44

 

 
２．普及事業 

１）展示会 

 ～特別展～ 

① 開館10周年記念春季展 

第12回特別展「アオサギ」 

～春を告げる水辺の麗鳥～ 

と き ５月１４日～６月１２日 

ところ 北国博物館ギャラリーホール 

展示数 ６９点 

内 容 平成５年から市内中名寄地区に集団

営巣するアオサギについて生態や人

との関り、名寄コロニーの紹介をし

た。 

主 催 名寄市北国博物館 

   協 力 北海道アオサギ研究会代表 

松長 克利 

       動物写真家  内海 千樫 

 

② 開館10周年記念夏季展 

第13回特別展「薬用植物」 

～北の大地の恵み～ 

と き ７月２日～８月２１日 

ところ 北国博物館ギャラリーホール 

展示数 ２２３点 

 

内 容 北方に生育する薬用植物についてア

イヌ民族の利用法や現代の生薬とし

ての使用のされ方など人々とのかか

わりについて解説した。 

主 催 名寄市北国博物館 

共 催 薬用植物資源研究センター 

    なよろ野の花の会 

 

③ 開館10周年記念秋季展 

第14回特別展「樹ときのこ」 

～森の彩り～ 

と き ８月２６日～１０月２日 

ところ 北国博物館ギャラリーホール 

展示数 １２０点 

内 容 生態系の中で分解者に位置付けられ

ているきのこの生態について紹介す

るとともに身近に見られるきのこを

写真で紹介した。あわせて樹木に関

する図書とオブジェ等を展示した。 

主 催 名寄市北国博物館 

共 催 大河原 廣 

    風樹舎 

 

 



④ 開館10周年記念冬季展 

第15回特別展「北国と羊」 

～あたたかい物語～ 

と き ２月４日～２月２６日 

ところ 北国博物館ギャラリーホール 

展示数 １９７点 

内 容 羊毛や羊肉など北国の衣･食を支え

た羊をテーマに羊が果たした歴史的

な役割などを探った。 

主 催 名寄市北国博物館 

 

 ～企画展～ 

①なよろ野外植物展 

   と き ４月２９日～５月８日 

   ところ 北国博物館ギャラリーホール 

   展示数 １４７点 

内 容 名寄川流域と函岳周辺の植物標本

や市内近郊で見られる植物写真、植

物画の他、採集した植物を利用しリ

ースや手描き友禅などの作品を展

示し、野外植物に親しむ機会を提供

した。 

   主 催 なよろ野の花の会 

  共 催 名寄市北国博物館 

 

②「思い出の古時計」 

   と き ６月５日～２６日 

   ところ 北国博物館ギャラリーホール 

   展示数 ２点 

   内 容 時の記念日にあわせ、廃校になった

高校で使用されていた時計を修復し

メインに展示した。 

   主 催 北国博物館サポーター 

     

③「風花」作品展 

 と き ６月１６日～３０日  

 ところ 北国博物館ギャラリーホール 

  展示数 約７３点 

  内 容 会員が１年間の活動で描いた市内

の風景を中心にした水彩画の作品

を紹介した。 

  主 催 北国風景画同好会「風花」 

 

 

 ④キマロキ保存３０年の歩みパネル展 

   と き ７月１６日～２４日 

   ところ 北国博物館ギャラリーホール 

   展示数 ４４点 

   内 容 冬の鉄路を守ったキマロキの活躍

と昭和51年から保存展示している

これまでの経過を写真で紹介した。 

   主 催 名寄SL排雪列車「キマロキ」保存会

名寄市北国博物館 

    

 ⑤一品展「原水爆禁止運動の初めの頃」 

   と き ８月２日～２１日 

   ところ 北国博物館ギャラリーホール 

   展示数 ５０点 

   内 容 原爆投下そして終戦６０年の節目

の年に名寄でも市民運動として取

り組まれた原水禁運動の初期の頃

を寄贈資料から振り返った。 

   主 催 名寄市北国博物館 

   協 力 森越孝延 

 

⑥名寄児童絵画展・表彰式  

  と き １０月８日～９日 

  ところ 北国博物館ギャラリーホール 

  展示数 約５０点 

  内 容 毎年開催しているＭＯＡ美術館主

催の児童作品展。同時に各賞の表彰

式も行われた。 

  主 催 ＭＯＡ美術館実行委員会 

 

⑦三宅 章 水彩画展 

  と き １０月１４日～２３日 

  ところ 北国博物館ギャラリーホール 

  展示数 ４０点 

  内 容 透明感あふれるタッチで名寄の風

景や植物の水彩画を描いている三

宅章氏の個展。今回は春から夏にか

けての名寄の風景画を出展。 

  主 催 三宅 章 

 

⑧未生会フラワーアレンジメント展  

  と き １０月２８日～３０日 

  ところ 北国博物館ギャラリーホール 

  展示数 １７点 



  内 容 未生会会員による作品展で、季節の

花と自然素材をコーディネートし

て展示した。 

  主 催 未生会ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ教室 

 

⑨子らが母に贈る米寿の青春 鈴木咲子展  

  と き １１月３日～１３日 

  ところ 北国博物館ギャラリーホール 

  展示数 ３９点 

  内 容 米寿を迎えた市内在住の鈴木咲子

さんが、60代から始めた油絵作品を

３人の子供達が企画して実施した。 

  主 催 鈴木咲子ファミリー 

 

⑩市民劇場メモリアル展  

  と き １１月１９日～１２月４日 

  ところ 北国博物館ギャラリーホール 

  展示数 約１００点 

  内 容 地域の歴史をテーマにした演劇の

舞台の再現と市民の演劇活動の歩

みを展示した。 

  主 催 名寄市民劇場105年劇実行委員会 

 

⑪ランプシェード作品展 

と き １２月２日～１１日 

ところ 北国博物館ラウンジ 

展示数 ３９点 

内 容 １０月２０、２１日に開催したラン

プシェード講習会で作成した作品

を展示。作品を通して、来館者に土

の温かみを感じてもらった。 

主 催 名寄市北国博物館 

  

⑫稲わらリース作品展  

  と き １２月７日～２５日 

  ところ 北国博物館ギャラリーホール 

  展示数 ４２点 

  内 容 学童保育所に通う児童が自分達で

育てた稲を刈り取った後リースと

して形に残した。 

  主 催 学童保育所コロポックル 

 

⑬冬の室内遊び展 

 と き １月７日～２０日  

 ところ 北国博物館ギャラリーホール 

  展示数 ２０点 

  内 容 福笑いや双六など昔の子供の室内

遊びを紹介し、炬燵を設置した体験

コーナーで遊んでもらった。 

  主 催 名寄市北国博物館 

 

⑭棚橋美術教室・植物画同好会マルメロ作品展 

  と き ３月３日～１２日 

  ところ 北国博物館ギャラリーホール 

  展示数 １００点 

  内 容 美術教室に通う子供たちが1年間を

通して学んだ絵画と植物画同好会

メンバーが合同で作品を展示した。 

  主 催 棚橋美術教室 

      植物画同好会マルメロ 

 

⑮天体写真展 

   と き ３月１６日～２６日 

   ところ 北国博物館ギャラリーホール 

   展示数 約３３点 

   内 容 金星探査計画の紹介と年度内に見

られた天文現象の紹介や名寄に関

する名前の付いた小惑星の紹介を

した。 

   主 催 木原天文台 

 

⑯新着資料展 

と き ３月２９日～４月２３日 

ところ 北国博物館ギャラリーホール 

展示数 １２６点 

内 容 平成１７年度に市民から寄贈を受け

た資料を公開し感謝の意を表し、あ

わせて博物館機能の紹介をした。 

主 催 名寄市北国博物館 

 

 

２）自然観察会 

 ①「小さな自然観察クラブ」 

   と き ５月～１２月の第２土曜日 

   ところ 市内一円および近郊 

   参加者 延１０４名 

   内 容 学校が休みの第２土曜日を利用し

子供達に身近な自然に触れてもら



いながら、自然観察の正しい知識を

身につけてもらうために開催。 

主 催 名寄市北国博物館 

   共 催 道北自然観察指導員会 

    

  ■開講日程■ 

   ５月１４日 弥生公園の桜を見に行こう 

             （弥生公園  ２２名） 

   ６月１８日 黒い宝石！黒曜石を探しに行こう 

           （風連町忠烈布 １８名） 

   ７月１６日 化石発見！化石発掘と ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ体験 

           （士別市１１名） 

   ９月１０日 智恵文沼を探検しよう！ 

            （智恵文沼 ７名） 

  １０月 ８日 登山体験！九度山登山に挑戦だ！ 

          （九度山 １６名） 

  １１月１２日 羽釜でごはんを炊いてみよう！ 

            （博物館 １６名） 

  １２月１０日 くんせい＆クラフト作り体験 

             （博物館 １４名） 

 

 ②ウィークエンド企画「どんぐりメイト」 

と き ６月～１０月の第４土曜日 

   ところ 博物館周辺 

   参加者 延７９名 

   内 容 博物館に隣接するミズナラ林を生

かし、遊びの要素を加えた自然体験

をすることに加えて、どんぐりから

幼木を育てて木の生長についても

理解してもらった。 

主 催 名寄市北国博物館 

   共 催 道北自然観察指導員会 

    

  ■開講日程■ 

   ６月２５日 小枝のトンネル作り（２１名） 

   ７月２３日 名寄本線の跡をたどろう 

（２０名） 

９月２４日 昔の農作業を体験しよう 

（１６名） 

１０月２７日 木こりの仕事を体験しよう   

（２２名） 

   

③アオサギコロニー観察会 

と き ５月２２日  

ところ 市内中名寄 

参加者 ２５名 

講 師 北海道アオサギ研究会代表 

松長克利 

共 催 名寄野鳥の会 

 

 ④サロベツ湿原自然探訪会 

   と き ６月２６日 

   ところ 豊富町 

   参加者 ３４名 

   共 催 なよろ野の花の会 

  

⑤夏山自然探訪会 

と き ７月３１日 

ところ 上川町愛山渓雲井ヶ原湿原 

参加者 ２８名 

共 催 なよろ野の花の会 

    

 ⑥キノコ観察会 

   と き ９月２５日 

   ところ 智東吉野川林道 

   参加者 ２５名 

   共 催 なよろ野の花の会 

 

 

３）講 習 会 

①博物館サポーター自主企画 

木工講習会「白樺小枝で花台を作ろう」 

と き ５月２５日 

ところ 北国博物館敷地 

講 師 長谷川 定雄 

補 助 博物館サポーター４名 

参加者 １６名 

内 容 博物館サポーターによる自主企画と

してガーデニングに使う花台作りを

行なった。 

主 催 名寄市北国博物館サポーター 

 

②ランプシェード作り講習会 

と き １０月２０・２１日 

ところ 北国博物館講堂 

講 師 博物館職員 

参加者 ３０名 

内 容 地元産の粘土土管を利用して、ろう



そく覆いを作り、名寄らしさを生活

にとりいれてもらった。 

主 催 名寄市北国博物館 

協 力 名寄土管製作所 

 

③しめ飾り作り講習会  

  と き １１月１８日 

  ところ 北国博物館講堂 

講 師 近藤敏治・中鉢紀一 

  参加者 １５人 

  内 容 博物館サポーターの持つ技能を活

かし、スゲを素材にしめ飾り作りの

講習会を自主企画として開催した。 

  主 催 名寄市北国博物館サポーター 

 

④クリスマスリース作り講習会 

と き １２月１１日 

ところ 北国博物館講堂 

講 師 博物館職員 

参加者 １９名 

内 容 自然の恵みを素材にクリスマス用の

リースを作った。 

主 催 名寄市北国博物館 

 

⑤フェルト講習会 

と き ２月１８日 

ところ 北国博物館講堂 

講 師 逸見 吏圭 

参加者 ２０名 

内 容 特別展『北国と羊』の関連事業とし

て羊毛加工の体験を目的にポケット

ティッシュケース作りを行った。 

主 催 名寄市北国博物館 

 

⑥「万華鏡手づくり教室」 

  と き ３月４日 

  ところ 北国博物館講堂 

  講 師 日本万華鏡倶楽部 

北海道支部長  三井 郁弥 

  参加者 ２８名 

  内 容 万華鏡の歴史について聞いたあと

作業に移り、雪の結晶、オイルなど

の万華鏡キットから選んで作品に

取り組んだ。 

   主 催 名寄市北国博物館 

 

 

４）講演会・講座  

① 特別展講演会 

「北のアオサギ四方山話」 

   と き ５月２１日 

   ところ 北国博物館講堂 

   講 師 北海道アオサギ研究会代表 

       松長 克利 

   参加者 ３５名 

   内 容 道内一円のアオサギコロニーにつ

いて過去からの数の変遷やその理

由についてアオサギがおかれてい

る環境について講演をいただいた。 

   主 催 名寄市北国博物館 

 

② 特別展体験講座 

「アイヌの薬用植物を見る・味わう」 

   と き ７月２６日 

   ところ 薬用植物資源研究センター 

   講 師 旭川アイヌ協議会 

       杉村 フサ 

   参加者 １５名 

   内 容 薬用としてのアイヌの植物利用法

について植物園を観察しながら学

び、併せて食としての利用法も参加

者が体験を通して学んだ。 

   主 催 名寄市北国博物館 

 

③北国講演会 

「あたたかさを紡ぐ羊と北国の話」  

と き ２月４日 

ところ 北国博物館講堂 

講 師 天使大学助教授 青木香保里 

参加者 ２５名 

内 容 ホームスパンなど衣文化を中心に

人間と羊との関わりの歴史につい

て講演を受けた。 

主 催 名寄市北国博物館 

  

 

 

 



５）特別企画 

①ゴールデンウィーク企画 

「博物館であそぼう！」 

   と き ４月２９日～５月５日 

   ところ 名寄市北国博物館 

   参加者 ９２６名 

   内 容 竹馬、割箸鉄砲、ぶんぶんコマなど

昔の伝承遊びと家庭から出る資源

を利用したリサイクルのおもちゃ

で遊んでもらった。 

   主 催 名寄市北国博物館 

 

②特別展関連企画 

｢森の彩りコンサート｣ 

 と き ９月９日 

 ところ 名寄市北国博物館講堂 

 参加者 ５７名 

 出 演 アイリーン・リン、ウ・シャオシン 

     松信雅子 

 内 容 特別展｢樹ときのこ｣展の関連事業

として、森林やきのこにまつわる語

りと中国の伝統音楽に使われる揚

琴のコンサートを行なった。 

 主 催 名寄市北国博物館 

 協 力 風樹舎 

 

③ 雪あかりコンサート 

「ホルン四重奏」 

   と き １月２８日 

   ところ 北国博物館ギャラリーホール 

   参加者 １２８名 

   出 演 名寄ホルンクラブ 

   内 容 スノーランタンなどの雪あかりを

博物館の窓辺に灯しながら、演奏会

を開催し、利雪親雪の理念普及とホ

ルンの四重奏の調べを楽しんでも

らった。 

   主 催 名寄市北国博物館 

 

④雪とあそぼう！ 

と き ２月２６日 

ところ 北国博物館前庭 

参加者 １７名 

協 力 利雪親雪市民委員会 

内 容 雪と親しみ、いろいろな雪遊びをし

ようという目的で、イグルー作りと

スノーランタン作りなどを行った。 

 

 

３．調査・研究 

 ① 第３回甘草に関するシンポジウム 

   テーマ：持続的国内栽培生産を目指して 

   と き ７月９日～１０日 

   ところ 名寄市文化センター 

       薬用植物資源研究センター北海道研究部 

雄武町日の出岬 

   参加者 135名 

   内 容 薬学、博物館関係者と一般市民が集

い、薬用植物の利用のされ方や今後

の生かし方について研究を深めた。 

 

～１日目～ 

 《講演会》 

・中国における生薬供給の現状と今後の対応について 

            ㈱ツムラ中央研究所長 寺林 進 

・カンゾウの国内栽培を目指して 

(独)医薬基盤研究所薬用植物資源研究ｾﾝﾀｰ 

北海道研究リーダー 柴田 敏郎 

   ・根箱栽培におけるカンゾウ実生の根系発達について 

        京都工芸繊維大学教授 巽 二郎 

・ウラルカンゾウの系統選抜について 

   ㈱武田薬品工業京都薬用植物園研究員 尾崎 和男 

・グリチルリチン生合成に関する研究について

～現状と今後の展開～ 

   (独)理化学研究所植物科学研究センター 

チームリーダー 村中 俊哉 

・機械化農業最先端技術の紹介 

   (独)農業技術研究機構北海道農業研究センター 

主任研究官 村上 則幸 

 

《見学会》 
・名寄市北国博物館 

 

～２日目～ 

  《圃場実習・薬用植物野外観察会》 

会 場  薬用植物資源研究センター北海道研究部 

雄武町日の出岬   

主 催 甘草に関するシンポジウム実行委

員会 



共 催 日本生薬学会北海道支部 

   後 援 (独)医薬基盤研究所薬用植物資源

研究センター北海道研究部／(社)

北海道薬剤師会／(社)日本東洋医

学会北海道支部／日本植物園協会

／なよろ野の花の会／北海道／名

寄市／名寄市北国博物館 

 

 

４．協力団体の活動 

１）名寄ＳＬ排雪列車（キマロキ）保存会 

   設立年度 昭和５１年１２月２５日 

   会  長 中田 一良 

   会 員 数 ５０名 

   事 務 局 〒096-0063名寄市字緑丘222番地 

        名寄市北国博物館(01654)3－2575 

〔平成１７年度の事業〕 

４月１５日 平成１７年度総会（丸福食堂１８名） 

４月２７日 冬囲いシート撤去作業・清掃 

             （名寄公園 ２２名） 

４月２９日～１０月１６日  

日曜祝日巡視及び保守作業（延５２名） 

６月２８～７月５日 キマロキ塗装工事 

（延３６名） 

７月１５日 キマロキ保存３０年の集い 

（３３名） 

      キマロキ保存３０年を語る会 

（紅花会館２５名） 

９月２０・２２日 アスベスト除去作業 

１０月２０日 冬囲いシート掛け作業（延１４名） 

 

〔ミニエクスプレスなよろ号 貸出実績〕 

① ６月１９日 風連しらかば祭り 

② ６月２６日 名寄駐屯地曹友会 

  ③ ８月１４日 下川日本一ちっちゃな縁日 

  ④ ８月２８日 名寄産業まつり 

 

２）名寄郷土史研究会 

設  立 昭和３６年２月１４日 

会  長 山崎 博信 

会 員 数 ２２名 

事 務 局 〒096-0012名寄市西2条南10丁目 

        光名寺内(01654)2－2852 

〔平成１７年度の事業〕 

 ７月２６日 アイヌの薬用植物を見る・味わう 

（薬用植物資源研究センター １５名） 

 

３）名寄野鳥の会 

設  立 昭和５６年５月８日 

会  長 奥下 五一 

会 員 数 ３７名 

事 務 局 〒096-0030 名寄大通北４丁目 

奥下 五一方 (01654)3－9076 

〔平成１７年度の活動〕 

 ４月１７日 定期総会 （北国博物館 ９名） 

  ５月２２日 アオサギコロニー観察会 

（中名寄 ２５名） 

  ８月２８日 コムケ湖探鳥会（紋別市 ５名） 

２月１９日 冬の水鳥観察会（西風連 ３名） 

      連絡紙：「さえずり」128号～130号 

  

４）なよろ野の花の会 

   設  立 昭和５８年１１月１０日 

   会  長 本間尚治郎 

   会 員 数 ２９名 

   事 務 局 〒096-0063 名寄市西7条北4丁目 

        本間尚治郎方(01654)3-9941 

〔平成１７年度の活動〕 

  ４月２９日～５月８日 野外植物展 

（北国博物館） 

  ５月１５日 定期総会、早春の植物観察会 

          （名寄市砺波が丘 ２０名） 

６月２６日 サロベツ湿原自然探訪会 

              （豊富町 ３４名） 

  ７月９～１０日 

第３回甘草に関するシンポジウム 

９月 １日 海浜植物観察会 

       （天塩川川口遺跡風景林 ２１名） 

 １０月１３日 紅葉観察会 

（ピンネシリ山麓 中頓別町１５名） 

連絡紙：「プイタウシ」159号～168号 

 

５）名寄自然に親しむ会 

   設  立 昭和６０年５月２日 

   会  長 佐々木隆元 

   会 員 数 １５５名 

   連 絡 先 〒096-0063 名寄市字緑丘222番地 

        名寄市北国博物館(01654)3-2575 



〔平成１７年度の活動〕 

  ５月～１月の第２土曜日 

小さな自然観察クラブ後援 

 

６）道北自然観察指導員会 

   設    立  平成４年２月２９日 

   会  長 奥下 五一 

   会 員 数 ３１名 

   連 絡 先 〒096-0034 名寄市西4条北3丁目 

     名寄消防署内 松本 昇(01654)3－3319 

〔平成１７年度の活動〕 

４月２１日 定期総会（ろばた １０名） 

５月～１２月の第２土曜日 

    小さな観察クラブ（市内一円 延４９名） 

 

７）北国文化会議 

   設    立 平成４年１月１３日 

   会  長 尾崎 良雄 

   会 員 数 ２６名 

   連 絡 先 〒096-0015 名寄市西5条南7丁目 

        藤田健慈  (01654)2-1135 

〔平成１７年度の活動〕 

   １１月２日 定期総会 （紅花会館１４名） 

１２月３日４日  

2005サンタクロースの贈り物 

（北国博物館 ４２名） 

２月４日 スノーランタンフェステバル 

         （福祉センター・大学公園） 

２月１１日     〃 

       （東小学校/豊西小学校）  

   ２月２６日 雪とあそぼう （北国博物館） 

   ３月４日 万華鏡教室共催（北国博物館） 

 

８）風花同好会 

   設  立 平成１４年１月２６日 

   会  長 山田 勉 

   会 員 数 ２６名 

   連 絡 先 〒096-0063 名寄市字緑丘222番地 

        名寄市北国博物館(01654)3-2575 

 

  〔平成１７年の活動〕 

   １月２５日 総会・第１回風景画教室 

   ２月２７日 第２回  〃 

   ３月２７日 第３回  〃 

   ４月２４日 第４回  〃 

   ５月２２日 第５回  〃 

   ６月２５日 第６回  〃 

   ７月２４日 第７回  〃 

   ９月 ４日 第８回  〃 

   10月 ２日 第９回  〃 

   11月２７日 第10回  〃 

         連絡紙：「風花」通信28～36号 


